
令和２年度第３回郡市医師会長会議 報告 

 

日  時：令和 2年 10月 8日（木） 

午後 6時 30分 

場  所：テレビ会議システム 

報告者：常任理事 赤石 隆 

 

１０月８日１８時３０分テレビ会議システムで行われた。 

佐藤和宏会長、伊藤哲也県保健福祉部長よりの挨拶があり、協議に移った。 

県疾病感染症対策室 佐藤 大輔室長より以下 

１）発熱等の症状のある方の相談・受診の流れについて（県医師会報「きいわあ

ど」参照） 

２）令和２年度インフルエンザ流行期における発熱外来診療体制確保支援補助

金に係る対応について 

３）診療検査医療機関の指定について（案） 

の説明があり、これに関して郡市医師会からの事前質問および web 会場か

らの討議に入った。 

 

 

角田市医師会長（以下市医師会長の文言を略）：検査の届け出が G-MIS, HER-SYS

で行う義務があるが、FAXにての入力業務を可能にしてほしい。 

県：現在入力 IDの配布が未完了であり、やむをえないが、上記入力でなければ

ならない。（G-MIS：発熱患者を入力、HER-SYSは新型コロナ検査結果を入力。

HER-SYS 入力の説明会が 10 月中に実施される。陰性の場合は入力不要とな

る予定である。） 

県医師会からも簡素化を要望した。 

 

支援補助金について、 

名取：検査協力機関に手あげしなくても発熱患者を診る医療機関もあるはずで

あり、補助金の対象にならず、不公平ではないか。 

県： 発熱患者を診る機関は指定医療機関であるはずであり、そのように県は認

識している。従って指定を受ければ対象となる。 



気仙沼：厚労省の Q&Aにもあるが、上記２）の補助金の計算法が分かりにくく、

発熱患者を診れば診るほど補助金が出ない仕組みになっているではない

か。 

同様の指摘は県医師会理事などからもあり、来るべき季節に備えた多数

の検査受診体制作りの目的と矛盾する懸念がある。 

なお、本件については 10 月 14 日付けで郡市医師会に発出予定の日医発

文書を参照下さい。具体的に記載されております。 

 

大崎：PCR検査センターは地域内複数の機関で可能となるが、通常のインフルエ

ンザのテストもコロナと判別できないからには診察室で行うわけにいか

ないのではないか、とすればそのような場所を用意するのは困難となる。 

   また、通常のインフルエンザのテストも鼻咽頭でなく鼻漏で行えない

か？（これは現状ではまだなんとも言えないが、行えるとするキットも一

部現れた）以前から鼻かみ液での抗原定性は可能であった。 

佐藤会長から、有熱者はまず外での唾液検体で PCR の検査を行い、陰性

ならインフルエンザ検査を行う方法を考えている。しかし、インフルエン

ザ検査を施行せずに臨床症状でインフルの薬を処方しても可能となって

いるとのコメントがあった。 

 

気仙沼：検者が建物内にいて、外にいる被検者から検体を採取できる非常にユニ

ークな設備を工夫して製作した。供覧。 

気仙沼：年末年始の PCR検査体制について質問あり。 

県医師会としては他の検査機関とも協議して対応を模索する方針と回

答した。 

 

最後に会長から郡市での具体的な検査方などを県医師会に寄せてほしいとの

要請があり、閉会した。 






